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教 職 支 援 セ ンタ ー活 動 報 告②
面接 指 導(小 学校)を 中心 と して一
教職 支 援 セ ンタ ー 特任 教 授 天 野 聖 子
1.相 談 利 用 状 況 に つ いて
2020年4月 か ら12月 まで の相 談 利 用 総 数 は のべ144人 で あ っ た。 以 下 に相 談 利 用 の
詳 細 を示 す 。 勤 務 日週3日(月 火 木)の 延 べ数 で あ る。
1)月 別 相 談 利 用 数
表1.月 別 相 談 利 用 数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計
実数
(人)
8 10 24 19 12 9 2 1 0 85
の べ 数
(人)





















図1月 別 相談利 用数
【学 生 数 か ら見 る傾 向 】
月 別 の傾 向 と して4月 か ら5月
にか け て は,主 に小 論 文 等 の添 削
を依 頼 して くる学 生 が 多 か った 。
この や り取 りにつ い て は メ ー ル で
行 って い る。 論 文 の 内 容 は,面 接
練 習 の 内容 に も重 な る点 が 多 くあ
った 。 字 数 の 限 られ た 中 に 自分 の
具体 的 な経 験 も入 れ な が ら論 理 的
に記 す 練 習 をす る こ とで,面 接 で
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の 回答 内容 を 具体 的 に す る こ と に もつ な が る。 教 員 採 用 試 験 の面 接 準 備 は,こ の 時期 か ら
始 ま って い る とい え る。
4月 後 半 か ら対 面 に よ る面 接 指 導 が 中止 にな っ た た め,zoomで の 指 導 に切 り替 わ った 。
グ ラ フ に表 れ て い る よ うに6月 の 相 談 利 用 数 が の べ55人 と一 番 多 か った 。 これ は,各
自治 体 の教 員 採 用 試 験 の 日程 が7月 上 旬 か ら中 旬 に集 中 して お り,一 次 試 験 か ら個 人 面 接
や 集 団 面 接 が設 定 され て い る府 県 が 多 く,6月 か ら練 習 を始 め た 学 生 が 多 か っ た こ と を示
して い る。7月 下 旬 か ら8月 に か けて は2次 また は3次 の 試 験 に備 え て の 面 接 練 習 に取 り
組 む 学 生 が増 加 した。 今 年 の傾 向 と して コ ロナ の感 染 が 厳 し くな り実 技 試 験 を 中止 に した
自治 体 が 増 え た 。 この こ とか ら個 人 面 接 な ど に よ る 「人 物 重 視 」 傾 向 が大 き く表 れ,面 接
練 習 に熱 心 に取 り組 む こ とが 合 格 の 要 とな って い る こ と を感 じた 。
当教 職 支 援 セ ン タ ー で は,面 接 予 約 は,一 人 に対 して 週1回 とい う回数 を決 め て い る。
特 任 教 授3名 と カ ウ ンセ ラー3～4名 で 分 担 を して面 接 を行 って き た。 集 団 面 接 で は,中
心 にな る学 生 が仲 間 を募 って グ ル ー プ を組 み,申 し込 む とい うシ ス テ ム に な っ て い る。 面
接 回数 を増 や す た め に集 団 面 接 の グル ー プ で 中 心 に な る場 合 と中 心 の学 生 に グル ー プの メ
ンバ ー と して招 致 され る方 法 を使 って 繰 り返 し面 接 練 習 に挑 む 姿 が 印 象 的 で あ り,延 べ 人
数 が増 加 して い る こ と は,こ の表 れ で あ る。 しか しな が ら,7月 下 旬 や8月 に入 っ て か ら
の駆 け込 み の 学 生 が い る こ とが気 にな る。 今 まで の練 習 を積 み重 ね て い な い 分,話 す 内 容
もま と ま りが な く修 正 をか け る時 間 が 必 要 だ が,1週 間 に1回 とい う枠 の 中 で 十 分 な 練 習
が で き な い ま ま の受 験 とな っ て い く傾 向 もあ る。 単 に数 字 だ けで は,分 か りに くい状 況 も
あ る。
【面 接 内容 か ら見 る学 生 の課 題 】
面 接 で 質 問 され る 内容 を 自分 の もの に す るた め に は繰 り返 しの練 習 と具 体 的 な話 題 を い
くつ も 自分 の 引 き出 し に備 え て お く必 要 が あ る こ と を学 ばせ た い 。 実 際 に 面 接 練 習 の例 と
して2例 あ げ る。 一 つ 目 は,志 望 動 機 と 自己 ア ピ ー ル の 違 い が分 か らな い とい っ た 学 生 の
質 問 が あ っ た 。 こ の二 つ に は共 通 した 点 が あ り答 え よ うに よ って は,言 い 方 を変 え な が ら
志 望 動 機 を語 りなが ら 自 己 ア ピー ル をす る こ と もで き る内 容 で あ る。 自分 を具 体 的 に表 現
す るた め に,今 まで の経 験 や 教 師 と して や りた い こ とな どを箇 条 書 き程 度 で メモ を して お
く こ と を勧 め て い る。 どの よ うな質 問 を され て も実 際 の 経 験 や体 験 を組 み 合 わ せ て 具 体 的
に話 す こ とが で き る。 二 つ 目 の例 は,「 『生 き る力 」 と は どの よ うな こ とで す か?自 分 の
考 え を述 べ な さい 。 」 と問 い か け る と,文 部 科 学 省 が 示 して い る抽 象 的 な 説 明 に終 始 して
しま う傾 向 が あ る。 最 後 の 問 い か けで あ るr自 分 の考 え を述 べ な さ い』 の 意 図 に そ の 人 の
人 とな りを見 よ う と して い る とい うこ とを理 解 させ,今 の 時 代 を鑑 み た 自分 な りの 意 見 を




表2.所 属 別 相 談 利 用 数
国文 英文 史 学 教 育 心 理 音 楽 児 童 食 物 生 活 生 活 現 代 法 学 合 計
学 専 学 専 教 育 学 科 栄 養 造 形 福 祉 社 会 部 法
攻 攻 学 専 学科 学 科 学 科* 学 科 学科
攻
実 数
2 1 0 30 0 2 1 2 0 4 0 0 42
(人)
の べ 数
5 4 0 117 0 2 9 3 0 4 0 0 144
(人)













図2月 別 所属 別相談利 用数
教 育 学 専 攻(の べ117人)の 学 生 か らの相 談 が 多 か っ た校 種 につ い て は小 学 校 教 諭 を
希 望 す る学 生 の相 談 が 多 か っ た。そ の他 の 学 生 と して は,延 べ 人 数 で児 童 学 科9名,食 物 ・
栄 養 学 科3名,生 活 ・福 祉 学 科4名 の 面 接 練 習 で は気 づ きが 多 か っ た。
特 に食 物 ・栄 養 学 科 の 学 生 や 生 活 ・福 祉 学 科 の学 生 は,栄 養 教 諭 や 養 護i教 諭 を 目指 して
い る こ とを踏 ま え た面 接 内 容 を取 り入 れ て い る。 栄 養 教 諭 や 養 護 教 諭 は,学 校 に お い て は
一 人 職 種 で あ り孤 独 を感 じる職 種 で も あ る
。 また,食 物 ア レル ギ ー 対 応 や食 育 的 な 指 導 面
で担 任 な ど と協 力 して指 導 に臨 ま な くて は な ら な い面 で 責 任 の重 い 職 種 で あ る。 よ って,
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「チ ー ム学 校 」 の意 識 を明 確 に した 考 え を も って 面 接 に臨 む こ と を小 学 校 教 諭 志 望 の 学 生
以 上 に助 言 した 。
3)学 年 別
表3.学 年 別利 用 数
1回 生 2回 生 3回 生 4回 生 5回 生 以 上 合計
実数(人) 0 0 3 38 1 42






















図3学 年別 相談利 用数
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■ 実 数 の べ 数
っ ぐ ら い か ら勉 強 を始 め れ ば い い の か 」
え ば よ い か」 な ど,教 員 採 用 試 験 に関 す る素 朴 な質 問 が 主 で あ った 。
一 の講 師 に よ る2回 生 ,3回 生 向 けの 教 員採 用 試 験 対 策 の 講 座 の 配 信 が好 評 で あ っ た 。
5回 生 以 上 の1名 に つ い て は,現 在 教 員 を して い る卒 業 生 か ら結 婚 す るた め他 府 県 へ の
異 動 を希 望 して い る例 で あ る。 採 用 試 験 の た め 「模 擬 授 業 の指 導 」 を して ほ しい とい う依
頼 を受 け,zoomで の模 擬 授 業 指 導 を行 った もの で あ る。 自宅 の 家 具 に模 造 紙 な ど を張 り
黒 板 代 わ りに して 模 擬 授 業 を行 う姿 を見 て の 助 言 を させ て い た だ い た。
京 都 女 子 大 学 は,他 府 県 か らの子 女 が 多 く通 っ て お り,地 元 の 採 用 試 験 を受 け る学 生 や
地 元 で は な い 自治 体 の試 験 を複 数 受 け る学 生 な ど様 々 で あ り,結 婚 な どに よ っ て そ の 進 退
を余 儀 な く され るケ ー ス も多 々 あ る。 これ は女 性 特 有 の 課 題 で もあ る。 そ の 中 で も教 員 の
仕 事 を継 続 した い とい う強 い 思 い を支 援 し,応 援 して い く こ と も教 職 支 援 セ ン タ ー の仕 事
で あ る。 よ って,卒 業 生 へ の この よ うな サ ー ビス が あ る こ との周 知 も学 生 の うち か ら行 っ
学 年 別 相 談 利 用 数 で は,教 員 採
用 試 験 を 控 え て い る4回 生 が延 べ
人 数 で見 る と140名 と圧 倒 的 に
多 い。 冒 頭 で も述 べ て い る が,繰
り返 し面 接 練 習 に取 り組 も うとい
う高 い意 識 を持 っ た 学 生 に よ る人
数 で もあ る。
51iil/1似13回 生 は ,3名 で あ っ た が,そ
の 相 談 内 容 は 「教 員 採 用 試 験 の 準
備 につ い て 」の 内 容 で あ った 。「い
「どん な準 備 や 勉 強 を す る の か」 「どの順 番 で 行
7月 の 東 京 ア カ デ ミ
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て お く必 要 が あ る。
4)相 談 形 態 別
相 談 形 態 は,「 個 人 面 接 」 「集 団 面 接 」 「メ ー ル に よ る添 削 」 「電 話 相 談 」 な どで あ る。
コ ロナ の影 響 で 「個 人 面 接 」 「集 団 面 接 」 と もzoomで の 面 接 とな り,対 面 の と き に比 べ
て 緊 張 感 が薄 らい だ 感 覚 が あ っ た 。 服 装 チ ェ ックや 入 退 室 の指 導 な ど細 か な 点 で難 しい 面
は あ っ た が,画 面 の学 生 と対 峙 しな が らや り取 りを行 うこ とで,親 近 感 を 感 じ る面 も あ っ
た。zoomで の面 接 は,学 生 の 自宅 か らの参 加 とな る。 面 接 す る私 た ち も一一教 室 借 り切 っ
て面 接 を行 う こ とが で き,マ ス ク を外 した状 態 で の面 接 が 可 能 とな っ た。 学 生 の顔 の 表 情
な ど も確 認 しな が ら質 問 をす る こ とが で き,お 互 い が リラ ッ クス を した状 態 で 面 接 練 習 が
で きた よ うに感 じた。 「電 話 相 談 」 の 数 は 多 くな か った 。 電 話 だ けで は十 分 な相 談 が で き
な い ケ ー ス が あ り,相 談 内 容 を あ る程 度 確 認 した の ちzoomで の 面 接 に切 り替 え る場 合 が
多 か っ た。 ま た は,短 時 間 で ア ク リル 越 し に対 面 で行 うな ど臨 機 応 変 に行 った 。
2.相 談 内 容 につ い て
1)相 談 内容
相 談 内容 の 主 な もの は,次 の3つ に分 け られ る。
① 「教 員 採 用 試 験 の 準 備 に か か わ る内 容 」
3回 生 か らの採 用 試 験 の 準 備 を どの程 度 して お け ば よい か とい う相 談 で あ る。
② 「小 論 文 の書 き方 につ い て の 内容 」
4回 生 か らは,採 用 試 験 の願 書 や 面 接 を控 え て の論 文 提 出 にか か る相 談 で あ る。
③ 「教 員 採 用 試 験 後 の進 路 につ い て の 内 容 」
採 用 試 験 の 合 否 が 明確 に な った8月 末 か ら10月 頃 に試 験 結 果 を踏 ま えて の
自分 の進 路 に悩 む4回 生 か らの相 談 で あ る。
2)相 談 内容 に つ い て の対 応
① 「教 員 採 用 試 験 の 準 備 に つ い て 」
今 年 度 は,3回 生 の 教 育 実 習 が 中止 にな り情 報 が 少 な い状 態 で あ った 。3回 生 か ら
で き る こ と は どん な 内 容 な の か,現 在 の 自分 の勉 強 法 は正 しい の か な ど迷 い が 生 じ る
の は 当然 で あ る。 そ の 対 応 と して,教 員 採 用 試 験 を実 際 に受 け,合 格 した 学 生 か らの
採 用 試 験 ア ンケ ー ト情 報 を伝 えた り,教 職 支 援 セ ン タ ー か らの 京 女 ポ ー タル 上 で の 代
表 の学 生 た ちか らの勉 強 対 策 な どの メ ッセ ー ジ動 画 を紹 介 した りす る対 応 を行 った 。
ま た,助 言 と して ボ ラ ンテ ィ ア活 動 を勧 め た。 現 場 を イ メ ー ジ しな が ら体 験 活 動 を
す る た め に,率 先 して 学 校 現 場 の ボ ラ ンテ ィ ア な ど を体 験 し,児 童 ・生 徒 と関 わ りを
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も っ た り現 場 の先 生 方 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを と っ た りす る な ど 自 ら積 極 的 に関 わ
る こ とを勧 め た。 教 職 支 援 セ ン タ ー は,こ の よ うな 不 安 を取 り除 くた め の情 報 発 信 を
学 生 が 周 知 で き る形 で 日々行 って い く必 要 が あ る。
② 「小 論 文 の書 き方 につ い て の 内容 」
小 論 文 な ど テ ー マ が 抽 象 的 で,字 数 が 決 ま っ て い る文 章 を 論 理 的 に 記 述 す る こ とは
普 段 か ら書 き なれ て い な い と難 しい もの で あ る。 相 談 を受 けた 学 生 の ほ とん どは,小
学 校 教 諭 を 目指 して い る学 生 だ っ た こ と も あ り,小 学 生 が 実 際 に学 ん で い る文 章 構 成
を例 に挙 げて 次 の よ うな助 言 を行 っ た。
・ 「は じめ ・中 ・終 わ り」 を意 識 す る こ と
・ 「は じめ」 に は結 論 。 「終 わ り」 に は,結 論 か ら導 き出 した 自分 な りの 決 意 。
「中 」 に は,結 論 や 自分 の 決 意 に至 っ た具 体 的 な 自分 の 体 験 や 経 験 の例 を あ げ る
文 章 構 成 の在 り方 と記 述 内 容 の 選 択 が で きれ ば,あ とは 字 数 制 限 に従 っ て書 い て い
くこ とが で き る。 そ の 際 に大 切 な の は,自 分 の経 験 や 体 験 を 掘 り起 こす とい う作 業 で
あ る。 他 の 人 とは違 う自分 を ア ピ ール で き る要 素 とな る。
③ 「教 員 採 用 試 験 後 の進 路 につ い て の 内 容 」
相 談 内 容 の 中 で この 内 容 が 一 番 深 刻 で あ っ た。 学 生 の悩 み と して は,「 一 番 受 か り
た か っ た と こ ろ が不 合 格 で,滑 り止 め の と ころ が合 格 した ケ ー ス」 「受 け た と こ ろ が
す べ て不 合 格 で あ った が 地 元 に帰 りた くな い ケ ー ス 」 「公 立 か 私 学 か で 悩 む ケ ー ス 」
「不 合 格 に な っ た こ とで 自分 が 教 員 に む い て い な い の で は な い か と悩 む ケ ー ス」 な ど
様 々 で あ った 。 対 応 と して は,「 学 生 が 自分 の心 に向 き合 う時 間 」 と して 相 談 の 時 間
を使 っ た 。 「自分 が今 一 番 した い こ と は何 な の か 」 を 中心 に気 持 ち の整 理 を行 う時 間
を学 生 自身 に取 っ て も ら う こ と を大 切 に した 。 常 勤 講 師 を す る とい う選 択 肢 や大 学 院
に行 く とい う選 択 肢 な ど,不 合 格 に な った か ら 「自分 は だ め 人 間 」 「道 が 絶 た れ た 」
と悲 観 す る ので は な く,道 は続 く こ と を学 生 に感 じさせ,自 分 の将 来 を まず 自分 で 決
め て,社 会 人 と して1歩 を踏 み 出 す 決 意 をす るた め の 支 援 を 行 う こ と を大 切 に した 。
3.今 後 の課 題
今 後 の課 題 と して は二 つ あ る。
一 つ 目 は ,教 職 を 目指 す 学 生 た め に 「情 報 提 供 」 を行 う こ との重 要 性 で あ る。 面 接
練 習 をzoomで 行 って い る こ とや 東 京 ア カ デ ミー 主 催 の講 座 が あ る こ と,合 格 した 学
生 か らの メ ッセ ー ジ を動 画 で流 して い る こ とな ど,一 一部 の 学 生 に は伝 わ っ て い る こ と
を実 感 した 。 しか し,全 員 に伝 わ る と こ ろ ま で は い か ず,駆 け込 み の 学 生 は,情 報 に
対 して無 頓 着 の要 因 か ら,練 習 不 足 を招 い た こ とが悔 や ま れ る。
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二 つ 目は,「 教 師 へ の 道 」 と して の示 唆 の 必 要 性 で あ る。 見 通 しを も って 主 体 的 に学
生 が 動 くに は,1回 生 か ら4回 生 ま で に どの よ うな こ とを実 行 して い くべ き か とい う道
筋 を明 確 に示 す 必 要 が あ る。 「教 職 課 程 ハ ン ドブ ッ ク」 の作 成 に も着 手 して い く中 で そ
の 方 法 を来 年 度 に 向 けて 探 っ て い き た い 。
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